
一
七
　
内
水
面
養
殖
に
関
す
る
研

究�
ア
ユ

ア
ユ
養
殖
試
験
と
し
て
、
昭
和
九
年
に
、
池
中
養

殖
試
験
が
鴨
島
町
営
プ
ー
ル
を
利
用
し
て
行
わ
れ
、

体
長
四~

六
セ
ン
チ
の
稚
魚
七
○
○
○
尾
を
五
〇
日

間
放
養
し
、
平
均
一
〇
セ
ン
チ
、
歩
留
り
九
三
パ
ー

セ
ン
ト
を
得
て
大
阪
市
場
等
に
販
売
を
試
み
良
い
結

果
を
得
た
。
昭
和
三
八~

四
○
年
に
、
餌
料
改
善
試

験
と
し
て
適
正
蛋
白
質
含
有
量
の
把
握
試
験
、
成
熟

統
御
等
が
検
討
さ
れ
た
。
昭
和
四
三
年
に
、
種
苗
不

足
を
補
う
た
め
、
海
産
シ
ラ
ス
ア
ユ
の
種
苗
化
試
験

を
行
っ
た
結
果
、
塩
素
量
五~

四
パ
ー
ミ
ル
、
二
四

時
間
の
淡
水
馴
致
で
種
苗
化
が
可
能
で
あ
る
と
判
断

さ
れ
た
。
昭
和
四
三
、
四
四
年
に
は
、
天
然
ア
ユ
種

苗
の
輸
送
歩
留
り
の
実
態
調
査
が
行
わ
れ
、
一~

三

グ
ラ
ム
大
の
琵
琶
湖
産
、
海
産
種
苗
を
ト
ラ
ッ
ク
輸

送
し
た
結
果
、
四~

五
日
目
に
斃
死
の
ピ
ー
ク
を
示

し
た
。
昭
和
四
五~

四
七
年
の
海
産
稚
ア
ユ
の
採
捕

状
況
は
、
橘
湾
の
採
捕
量
は
漸
減
傾
向
で
県
南
部
沿

岸
で
の
採
捕
は
漸
増
で
あ
っ
た
。

　
養
魚
用
水
に
関
す
る
調
査
と
し
て
、
昭
和
四
一
、

四
二
年
に
、
循
環
水
に
よ
る
養
殖
試
験
が
行
わ
れ
、

生
餌
、
ね
り
餌
を
用
い
た
試
験
で
は
、
水
質
悪
化
に

伴
う
斃
死
は
少
な
く
、
斃
死
率
は
十
一
パ
ー
セ
ン
ト

で
あ
っ
た
。
ま
た
、
配
合
飼
料
の
ク
ラ
ン
ブ
ル
は
、

普
及
性
の
強
い
飼
料
と
判
断
さ
れ
た
。
昭
和
四
八~

五
五
年
に
は
、
地
下
水
使
用
量
の
増
加
が
社
会
問
題

化
し
た
こ
と
か
ら
、
養
魚
用
水
の
有
効
使
用
の
た
め

の
試
験
が
行
わ
れ
た
。
昭
和
四
八
年
の
循
環
ろ
過
方

式
飼
育
試
験
で
は
、
一
〇
〇
パ
ー
セ
ン
ト
循
環
水
で

は
生
残
率
が
悪
く
、
硝
酸
態
窒
素
、
ア
ン
モ
ニ
ア
態

窒
素
が
高
く
な
る
こ
と
が
斃
死
に
つ
な
が
っ
た
。
昭

和
五
○
、
五
一
、
五
五
年
に
は
成
長
に
及
ぼ
す
ア
ン

モ
ニ
ア
の
影
響
試
験
が
行
わ
れ
、
ア
ン
モ
ニ
ア
態
窒

素
の
増
加
は
摂
餌
量
、
飼
料
効
率
、
成
長
等
を
低
下

さ
せ
、
許
容
濃
度
は
一･

五
ｐ
ｐ
ｍ
以
下
と
考
え
ら

れ
た
。
昭
和
五
一~

五
三
年
の
懸
濁
物
除
去
装
置
を

使
用
し
た
養
殖
試
験
で
は
、
糞
、
残
餌
等
を
機
械
的

に
除
去
す
る
装
置
を
考
案
し
、
懸
濁
物
除
去
能
力
は

日
当
た
り
一
六
キ
ロ
グ
ラ
ム
に
達
し
、
実
用
化
の
可

能
性
が
得
ら
れ
た
。
昭
和
五
二~

五
四
年
の
注
水
量

試
験
で
は
、
換
水
率
が
日
当
た
り
二~

四
回
で
、
放

養
密
度
が
平
米
当
た
り
五
キ
ロ
グ
ラ
ム
以
内
と
み
ら

れ
、
ア
ン
モ
ニ
ア
態
窒
素
は
換
水
率
四
付
近
で
リ
ッ

ト
ル
当
た
り
三
ミ
リ
グ
ラ
ム
が
一
応
の
限
界
と
み
ら

れ
た
。
ま
た
、
飼
料
効
率
、
日
間
成
長
率
及
び
換
水

率
等
か
ら
ア
ユ
一
キ
ロ
増
重
に
要
す
る
水
量
は
一
〇

~

四
〇
ト
ン
と
推
定
さ
れ
た
。

　
ア
ユ
の
育
種
に
関
す
る
試
験
と
し
て
、
昭
和
六
○

~

平
成
九
年
に
、
市
場
価
値
の
高
い
「
子
持
ち
ア
ユ
」

の
生
産
効
率
の
向
上
を
目
的
に
全
雌
種
苗
の
作
出
試

験
が
行
わ
れ
た
。
昭
和
六
○
年
に
、
精
子
希
釈
液
組

成
を
検
討
し
、
塩
化
カ
リ
ウ
ム
二
〇
ミ
リ
モ
ル
、
塩

化
ナ
ト
リ
ウ
ム
一
三
〇
ミ
リ
モ
ル
で
使
用
可
能
で

あ
っ
た
。
昭
和
六
一
年
に
は
、
精
子
の
遺
伝
的
不
活

性
化
の
た
め
の
紫
外
線
照
射
量
を
検
討
し
、
照
射
量

は
平
方
ミ
リ
当
た
り
六
○
○
○~

八
○
○
○
エ
ル
グ

が
適
当
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
受
精
卵
の
第
二
極
体
放

出
阻
止
に
よ
る
染
色
体
倍
数
化
処
理
と
し
て
、
低
温

処
理
条
件
は
〇~

〇･

五
度
、
六
〇
分
間
が
最
適
で

あ
っ
た
。
昭
和
六
二
年
に
は
、
加
圧
処
理
条
件
と
し

て
水
圧
六
五
〇
気
圧
、
五
分
で
雌
性
発
生
二
倍
体
作

出
に
成
功
し
た
。
昭
和
六
三
年
に
は
、
ペ
レ
ッ
ト
法

に
よ
る
精
子
凍
結
保
存
に
成
功
し
た
。
平
成
元
年
に

は
、
加
圧
処
理
に
よ
る
第
一
卵
割
阻
止
型
雌
性
発
生

二
倍
体
の
作
出
条
件
の
検
討
を
行
い
、
高
率
で
孵
化

仔
魚
を
得
る
こ
と
が
で
き
た
。
ま
た
、
雌
性
発
生
二

倍
体
の
飼
育
特
性
試
験
を
お
こ
な
っ
た
結
果
、
通
常

二
倍
体
に
比
べ
成
長
が
悪
く
、
成
熟
が
早
い
、
奇
型

率
が
高
い
、
ビ
ブ
リ
オ
病
に
弱
い
結
果
と
な
っ
た
。

平
成
六
年
に
は
、
遺
伝
的
に
は
雌
で
あ
る
機
能
的
雄

を
作
出
す
る
た
め
、
雄
性
ホ
ル
モ
ン
の
メ
チ
ル
テ
ス

ト
ス
テ
ロ
ン
の
投
与
条
件
を
検
討
し
た
結
果
、
経
口

投
与
で
餌
料
一
グ
ラ
ム
当
た
り
〇･

五
マ
イ
ク
ロ
グ

ラ
ム
、
浸
漬
法
で
リ
ッ
ト
ル
当
た
り
〇･

五
マ
イ
ク

ロ
グ
ラ
ム
の
条
件
で
機
能
的
雄
が
誘
導
さ
れ
た
。
ま

た
、
平
成
七
年
に
は
通
常
雌
魚
と
の
交
配
で
全
雌
魚

の
作
出
に
成
功
し
、
染
色
体
操
作
に
よ
る
全
雌
種
苗

の
生
産
技
術
が
実
証
さ
れ
た
。

そ
の
他
ア
ユ
養
殖
に
関
す
る
調
査
試
験
と
し
て
、

昭
和
五
二
年
に
、
養
殖
経
営
体
数
、
池
面
積
、
生
産

量
等
の
全
国
動
向
を
把
握
し
、
本
県
ア
ユ
養
殖
業
の

位
置
と
将
来
展
望
を
検
討
し
た
。

(

２)

ア
マ
ゴ

昭
和
三
九
、
四
○
年
に
養
成
試
験
と
し
て
、
勝
浦

川
、
那
賀
川
か
ら
四
五
○
○
○
粒
の
天
然
卵
を
採
集

し
、
小
歩
危
養
魚
場
、
上
勝
町
、
栩
谷
で
孵
化
飼
育

試
験
を
行
い
、
得
ら
れ
た
稚
魚
を
育
成
す
る
こ
と
で

ア
マ
ゴ
養
殖
へ
と
発
展
さ
せ
た
。

ア
マ
ゴ
の
育
種
に
関
す
る
試
験
と
し
て
、
昭
和
六

一~

平
成
七
年
に
、
ア
マ
ゴ
の
優
良
品
種
作
出
の
た

め
、
染
色
体
操
作
に
よ
る
育
種
技
術
の
開
発
を
行
っ

た
。
昭
和
六
一
、
六
二
年
、
平
成
四
年
に
は
、
ア
マ

ゴ
精
子
の
凍
結
保
存
条
件
を
検
討
し
た
。
昭
和
六
一

~

平
成
元
年
に
は
、
雌
性
発
生
二
倍
体
魚
の
作
出
条

件
を
検
討
し
、
紫
外
線
照
射
量
が
平
方
ミ
リ
当
た
り

三･

六
○
○
○
エ
ル
グ
、
二
八
度
、
一
〇
分
間
の
温

度
処
理
で
八
〇
パ
ー
セ
ン
ト
以
上
の
高
率
で
雌
性
発

生
魚
を
得
そ
の
作
出
技
術
が
確
立
さ
れ
た
。
ま
た
、

ア
マ
ゴ
養
殖
に
有
利
な
全
雌
種
苗
の
作
出
技
術
の
開

アユ養殖



発
を
行
い
、
雄
性
ホ
ル
モ
ン
に
よ
る
偽
雄
の
作
出
条

件
等
を
明
ら
か
に
し
、
平
成
四
年
に
は
全
雌
種
苗
の

生
産
技
術
を
確
立
し
た
。
平
成
五~

七
年
に
か
け
て

は
、
優
良
形
質
の
固
定
化
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
、

第
一
卵
割
阻
止
型
の
雌
性
発
生
二
倍
体
の
作
出
条
件

及
び
三
倍
体
魚
作
出
条
件
を
検
討
し
た
。

�
ウ
ナ
ギ

明
治
三
六~

四
五
年
及
び
大
正
元
年~

八
年
に
、淡

鹹
混
水
池
養
殖
試
験
と
し
て
、
徳
島
市
中
州
養
魚
池

で
自
然
養
殖
を
行
っ
た
。
ま
た
、
県
付
属
徳
島
養
魚

場
で
給
餌
飼
育
に
成
功
し
、
養
殖
可
能
な
こ
と
を
示

し
た
。
明
治
三
五~

三
八
年
に
は
、
ボ
ラ
と
の
混
養

試
験
が
行
わ
れ
た
が
、
経
済
効
果
を
み
る
に
は
至
ら

な
か
っ
た
。
大
正
期
に
入
っ
て
シ
ジ
ミ
で
餌
付
け

し
、
蚕
蛹
に
切
り
か
え
る
方
法
を
と
っ
た
が
、
強
風

高
潮
に
よ
る
養
魚
池
欠
壊
等
で
中
止
し
た
。
昭
和
四

八
、
四
九
年
に
は
、
那
賀
川
町
を
中
心
に
養
鰻
場
の

地
下
水
の
塩
水
化
を
調
査
し
、
汲
み
上
げ
水
の
塩
分

濃
度
は
β-

中
鹹
性
汽
水
に
属
し
、
養
鰻
用
水
と
し

て
は
高
塩
分
で
あ
っ
た
。
浅
井
戸
で
は
酸
化
溶
性
鉄

分
が
高
く
、
カ
ル
シ
ウ
ム
が
通
常
海
水
よ
り
多
か
っ

た
。
ま
た
、
餌
料
試
験
と
し
て
、
昭
和
四
八
、
四
九

年
に
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
ウ
ナ
ギ
に
対
す
る
オ
イ
ル
添
加

試
験
が
行
わ
れ
、
飼
料
添
加
剤
フ
ィ
ー
ド
オ
イ
ル
添

加
は
五
パ
ー
セ
ン
ト
が
適
正
で
あ
っ
た
。

�
コ
イ

明
治
三
五~

四
三
年
に
、
淡
水
池
養
殖
試
験
、
稲

田
養
鯉
試
験
、
コ
イ
稚
魚
配
布
事
業
が
行
わ
れ
た
。

明
治
三
五
年
に
は
、
稲
田
養
鯉
適
水
田
一
、
五
三
一

ヘ
ク
タ
ー
ル
、
溜
池
一
一
三
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
活
用
を

図
る
た
め
、
養
殖
普
及
を
含
め
て
飼
育
法
の
指
導
と

種
苗
配
布
を
開
始
し
、
名
西
・
阿
波
・
麻
植
・
板
野

の
各
一
〇
か
村
に
種
苗
を
配
布
し
た
。
三
六
年
に
は

国
府
町
に
一
、
五
〇
〇
平
米
の
採
苗
場
を
建
設
し
、

三
七
年
か
ら
二
九
四
○
○
○
尾
を
無
償
配
布
し
た
。

以
後
、
次
第
に
増
産
が
図
ら
れ
農
家
の
副
業
的
産
物

と
し
て
評
価
を
得
、
稲
田
養
鯉
共
進
会
の
設
立
に
よ

る
団
体
活
動
や
民
間
で
の
種
苗
生
産
の
企
業
化
等
も

あ
っ
て
全
県
下
に
普
及
さ
れ
た
。
昭
和
二
、
三
年
に

は
、
流
水
養
鯉
試
験
を
行
っ
た
が
、
サ
ナ
ギ
の
過
剰

投
餌
、
水
量
不
足
で
寄
生
虫
、
白
点
病
の
発
生
が
み

ら
れ
た
。

�
ニ
ジ
マ
ス

　

昭
和
三
七~

四
五
年
に
、
小
歩
危
養
鱒
場
で
長
野

県
等
の
発
眼
卵
か
ら
種
苗
を
生
産
し
養
殖
漁
家
へ
配

布
し
た
。
ま
た
、
自
家
生
産
技
術
の
指
導
等
を
行
い
、

県
下
山
村
地
帯
へ
の
浸
透
を
図
っ
た
。
昭
和
四
○~

四
五
年
に
は
、
ハ
マ
チ
養
殖
の
裏
作
と
し
て
、
海
水

飼
育
試
験
を
行
っ
た
結
果
、
海
水
馴
致
が
容
易
で
斃

死
も
少
な
く
、
一
五
〇~

二
〇
〇
グ
ラ
ム
以
上
の
市

場
性
が
高
か
っ
た
。
昭
和
四
二
、
四
三
年
に
は
餌
料

試
験
と
し
て
、
発
育
促
進
物
質
を
含
ん
だ
添
加
剤
と

し
て
ビ
オ
フ
ィ
ー
ド
試
し
た
結
果
、
〇･

三
パ
ー
セ

ン
ト
を
ペ
レ
ッ
ト
に
添
加
す
る
と
効
果
の
あ
る
こ
と

が
判
明
し
た
。

�
そ
の
他

ボ
ラ
養
殖
試
験
と
し
て
、
明
治
三
五~

三
八
年
に
、

〇･

五
グ
ラ
ム
の
稚
魚
二
、
二
六
〇
尾
を
放
養
し
、
試

売
に
も
供
し
た
が
経
済
効
果
を
み
る
に
は
至
ら
な

か
っ
た
。
ま
た
、
明
治
三
六~

四
五
年
に
か
け
て
は
、

自
然
放
任
状
態
の
溜
池
・
沼
地
な
ど
を
活
用
す
る
た

め
淡
鹹
温
水
池
養
殖
試
験
を
行
い
、
民
間
へ
の
普
及

も
図
っ
た
。
大
正
三~

五
年
に
は
、
江
川
新
田
で
水

産
組
合
と
共
同
で
ウ
ナ
ギ
と
の
混
養
試
験
と
し
て
実

施
し
た
が
失
敗
に
終
わ
っ
た
。
明
治
四
四
年
に
は
、

素
堀
池
で
潮
の
干
満
に
よ
り
種
苗
を
得
、
サ
ナ
ギ
等

の
人
工
餌
料
投
与
を
併
用
し
た
が
、
餌
料
効
果
の
判

定
、
魚
の
歩
留
り
等
課
題
を
残
し
た
。
大
正
元
年~

八
年
に
は
、
給
餌
飼
育
に
成
功
し
、
増
肉
も
六
倍
に

す
る
こ
と
が
で
き
た
。
ス
ッ
ポ
ン
の
試
験
養
殖
と
し

て
、
明
治
三
四
年
に
素
堀
養
殖
試
験
池
を
建
設
し
、

明
治
三
五
、
三
六
年
に
、
ビ
ワ
湖
か
ら
雌
六
、
雄
四
、

計
一
〇
頭
を
導
入
し
て
実
施
し
た
が
成
功
し
な
か
っ

た
。
昭
和
三
七~

三
九
年
に
は
、
那
賀
川
川
口
ダ
ム

の
水
産
的
利
用
の
た
め
、
ニ
ジ
マ
ス
、
コ
イ
の
小
割

生
簀
養
殖
試
験
を
行
っ
た
。
ま
た
、
長
安
口
ダ
ム
の

プ
ラ
ン
ク
ト
ン
調
査
で
は
、
輪
虫
類
が
七
八
パ
ー
セ

ン
ト
を
占
め
、
甲
殻
類
の
出
現
も
比
較
的
多
く
、
コ

イ
、
ニ
ジ
マ
ス
共
に
養
殖
は
充
分
可
能
で
あ
る
こ
と

を
把
握
し
た
。
昭
和
六
三~

平
成
一
一
年
に
か
け
て

は
、
小
歩
危
養
魚
場
で
コ
レ
ゴ
ヌ
ス
の
種
苗
生
産
に

成
功
し
、
種
苗
の
無
償
配
布
を
行
っ
た
。（

廣
澤 

晃
）

精巣と卵巣を持った偽雄

（アユ全雌魚作出試験）

↑養殖アマゴ

　　アマゴ孵化仔魚→


